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目的 進行期悪性黒色腫に対する化学療法についてのレビュー 
データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

進行期悪性黒色腫に対する化学療法についてのレビュー 
 
 
 
 
 
 
 

結論 

ＤＴＩＣ単剤と比較して生存期間の延長効果があると評価が確定し

ている治療法は現時点ではない 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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これまで試されてきた進行期悪性黒色腫に対する化学療法の有効性

についての詳細なレビューである。進行期悪性黒色腫に対する化学療

法の歴史や全体像を把握するうえで非常に有益な解説である。 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




